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下大和田・小山町谷津田だより －2023 年 ２月号 No.252 号－ 

【活 動 報 告】 
＜下大和田での活動＞ 写真：田中正彦 

第 276 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 2023 年 １月 ８日（日）晴れ 報告：田中正彦 

冬鳥を求めて、鹿島川合流部まで真冬の谷津を散策しました。最近は

野鳥の数がめっきり少なくなりましたが、千葉県内のほかの場所でもこ

の現象が起きているようです。皆さんの地域ではいかがでしょうか。 

抜けるような青空の下、大きな群れは見られませんでしたが、カシラ

ダカやアオジがアシ原から飛び立ったり上空をノスリが舞ったり、参加

者は今年初めてのイベントを満喫しました。 

午後は 1月 14 日実施予定の「どんど焼きと昔遊び」会場である「わい

わい広場」の草刈りを実施しました。 

観察した野鳥 16 種：セグロセキレイ，カシラダカ，ジョウビタキ，   

アオジ，カワラヒワ，シジュウカラ, ハシボソガラス,ハシブトガラス, ヒヨドリ, エナガ, ウグイス,   

ノスリ, コゲラ,キジバト,メジロ,アカハラ 

参加者１８名（大人１２名、専門学校生１名、高校生１名。小学生４名） 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
第 286 回下大和田ＹＰＰ「どんど焼きと昔遊び」 2023 年 １月１４日（土）  雨時々曇  報告：平沼勝男 

年末から晴天が続き連日のように乾燥注意報も出ていたのですが、この

日に限って雨。弱い雨ですが昨夜から降っていました。中止にするかどう

か悩みましたが、10 時から 11 時にかけては降らないという予測をたて、

また続々と集まる参加者の皆さまのお顔を見て、スケールを小さくして行

うことにしました。 
東屋のビニールシートのひさしを広げ、その下で火おこしをしました。

通常湿度の高い日は火おこしは難しいのですが、この日は性能のすぐれた

火おこし器と超絶的な火おこし技術により難なく成功。無事にどんど焼き

をすることができました。天候を考えて場所は田んぼ、かまど２台で行い

ました。お正月飾りやしめ縄、書初めなどをお焚き上げしました。 
参加者が持ってきてくれたマシュマロやソーセージを火であぶり、美味し

く頂きました。久しぶりに燃える火は楽しいですね。昨年の大福帳の表彰

式、弓矢遊び、谷津田運動会のボートレース等も行い、短い時間でしたが、

集まった皆さまと楽しい時間を過ごすことができました。今年も良い年に

なりそうです。参加者２７名（大人１８名、中学生１名、小学生６名、幼児２名） 

 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 
下大和田 森と水辺の手入れ 「ＹＨＰ始動」2023 年 １月２２日(日) 晴れ  報告：平沼勝男 
とうとうＹＨＰが動き始めました。ＹＨＰとは谷津田畑プロジェクト

の略。下大和田の森に畑を作り、サツマイモやジャガイモなどを作ると

いう計画です。いつの間にかプロジェクトの名前ができていました。 

場所は東屋の後ろの台地の上、東電により木を伐られてしまったとこ

ろです。朝、スタッフが話し合って、畑を作る場所と大きさなどの詳細

を決めました。順次集まってきた参加者にその日の作業の説明して開始

されました。 

３台の刈払機で畑予定地への通路の確保と整備をしました。東屋のす

ぐ横の台地に上る階段はその先が延びてきた草でゆく手を遮られていましたが、通れるようにしました。刈り

終わると、参加者は手に鍬やスコップをもって開墾の開始です。いつもは田んぼで鍬をふるいますが、この日

は台地の上です。皆さん楽しそうです。土も問題はなさそうでした。 

この日は記録的な寒波が近づいてきているということで気温が低く 3℃でしたが、それでも皆さん暑いと言

っては上着を脱いで開墾に精を出しました。台地の下では伊瀬戸銘木店さんのお二人で、谷津の森の土壌改善

の作業を行っていました。水の流れを地表から地下に変える作業だそうです。台地に通じる階段の整備もして

頂きました。                         参加者１１名（大人９名、小学生２名） 



＜小山町での活動＞  

☆１月期の活動 報告：たんぽぽ 
１月に入ると田んぼの氷も厚みを増し畦も凍る様になりました。イノシシに荒らされた跡は相変わらずですが、

畦が固いせいか、新たな傷は現れなくなりました。日が昇って土の緩む時間帯を狙ってコツコツと修理に勤しむ季

節です。 

☆第 211 回 小山町ＹＰＰ「畦の整備２」 2023 年 １月１５日（日） 報告：赤シャツ親父 

土曜日は雨天であったため１日ずらし日曜の実施となりました。前２日程、比較的暖かな日和でしたが、年末か

ら連日冷え込んでいたため、一部の田んぼの氷は人が乗れる程厚く発達しておりました。 
この日最初は小学校田んぼ周囲の水路の整備行いました。鍬を入れると度々、赤味を増し、丸々としたニホンア

カガエルが出現し、産卵が近づいている予感がありました。 
昼前からは最も氷の厚い大ホタル田んぼの畦と村田川暗渠へ通じる水路の整備を実施しました。先ずは厚い氷を

叩き割る作業を敢行！これは結構快感！続いて全面的に崩された畦の補修とともにしっかり土あげし、畦の基礎作

りの準備を進めました。まだまだ先は長いが、あと２ヶ月程で完成できるよう、一層気合い入れて参ります。 
参加者２名（大人２名） 

 

【谷津田・季節のたより】 2023 年 １月 

＜下大和田町＞ 報告：田村光範 

今年は記録的に雨が降らない日が続き、里山もカサカサに乾燥していました。田んぼの畔は朝方に

霜柱が立ち、昼には溶けてを繰り返しているので、意外と湿潤状態になっています。２月に入るとア

カガエルの産卵が始まります。畔の補修して、水が貯まるように準備します。 
＜小 山 町＞ 報告：たんぽぽ 

1/ 1 田んぼ、氷に覆われる 

1/ 2 コジュケイ群れで行進 
1/ 9 夕方の小山、トラツグミの声響く 

1/19  朝、鮮やかな赤のマスク、とても尾の長いヤマドリと遭遇、田んぼではタシギらしき鳥。昼、低空飛

行してすぐ真上を猛禽(オオタカ？)飛ぶ 

 

【イベントのお知らせ】主 催：ＮＰＯ法人 ちば環境情報センター 

連絡先：小西 TEL.090-7941-7655 ,E-mail ： yatsudasukisuki@gmail.com 
＜下大和田谷津田＞      

・森と水辺の手入れ 「ＹＨＰ下大和田 畑づくり②」 
日 時：2023 年 ２月１９日（日） ９時 45 分～１２時 雨天中止 

持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  
参加費：無料 

 
・第８回 森の手入れ「ＹＨＰ下大和田 畑づくり③」 
日 時：2023 年 ２月２６日（日） ９時 45 分～１２時 雨天中止 
持ち物：長袖長ズボンの服装、軍手、帽子、飲み物、午後まで活動する方は弁当、敷物  
参加費：無料 
 

・第 278 回 下大和田谷津田観察会とゴミ拾い 
日 時：2023 年 ３月 ５日（日） ９時 45 分～１２時 雨天決行 
内 容：ニホンアカガエルの卵塊調査を中心に 、春を迎える谷津を巡ります。  
持ち物：筆記用具、飲み物、長袖長ズボンの服装、長靴（通常の）、帽子、あれば双眼鏡、ゴミ袋 
参加費：100 円 
 

＜小山町谷津田＞ 

・第 212 回 小山町 ＹＰＰ「畦の整備３」 
来期に向けた田んぼの整備を行います。今季はイノシシによる被害が大きく応援頂けると助かります。 

日 時 :2023 年 ２月２５日(土)  １１時～ ☆凍結しているため時間を遅らせます。 
場 所 : りんどう広場 

参加ご希望の方は、赤シャツ親父 (e-mail; tomizo_i@nifty.com)までご連絡下さい。 
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